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Ⅰ　はじめに
（１）研究目的
　社会科教育における“見方・考え方”育成に関わる研
究については、数多くの蓄積がある。
　特に、2016年12月に示された中央教育審議会答申「幼
稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の
学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答
申）」で示された「社会的な見方・考え方」は、これ
までの社会科教育における見方・考え方に関わる議論・
蓄積の具体的な成果と捉えられる。
　上記答申を受け、2017年３月告示の小中の学習指導
要領では、社会的な見方・考え方を働かせることが目
標に加わった。2017年版『小学校学習指導要領解説社
会編』（以下「2017年版小社解説」と略記）では、社
会的な見方・考え方は、「課題を追究したり解決した
りする活動において、社会的事象等の意味や意義、特
色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を
把握して、その解決に向けて構想したりする際の視点
や方法である」としている。さらに、小学校社会科で
は、各学年の目標で「社会的事象の見方・考え方」を
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示し、「社会的事象を、位置や空間的な広がり、時期
や時間の経過、事象や人々の相互関係などに着目して
捉え、比較・分類したり総合したり、地域の人々や国
民生活と関連づけたりすること」としている。
　小学校社会科における「社会的事象の見方・考え方」
は、「位置や空間的な広がり、時期や時間の経過…」と、
地理的・歴史的・公民的な区分に近い視点で明記され
ているところに特徴がある。本研究は地理的な視点で
ある「位置や空間的な広がり」に着目するが、各視点
の具体的な体系は示されていない。また、中央教育審
議会初等中等教育分科会教育課程部会社会・地理歴史・
公民ワーキンググループ資料「社会的な見方・考え方
（追究の視点や方法）の例（案）」（2016年５月）（以下
「WG資料」と略記）で、「位置や空間的な広がりの視点」
として、「地理的位置、分布、地形、環境、気候、範囲、
地域、構成、自然条件、社会的条件、土地利用など」
を挙げ、問いや知識の例がいくつか記載されているが、
それ以上の詳細は示されていない。よって、社会的事
象の見方・考え方の各視点や方法の構成は、各教員に
任されているといえる。
　小学校社会科において、これまでに地理的な学習内
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容を主に扱ってきたのは、第５学年である。しかしな
がら、小学校社会科は総合社会科であるため、地理的
な学習内容や見方・考え方については、あまり議論さ
れてこなかった。
　例えば、根田（2011）は、地理的見方・考え方のプ
ロセス、すなわち資料の収集、整理、分析、解釈、発
表という一連のプロセスに即した小学校第５学年の工
業地域の学習を検討している。また、菊地（2015）は、
地理的な見方・考え方の小中の接続・連携を重視し、「小
学校段階では、工業の成立（社会的事象）に地理的条
件（例：自然環境）が関連していることを思考させる
こと」を重視した授業開発を行った。先行研究では、
小学校社会科における地理的な見方・考え方の共通理
解はなく、学習内容との関連も工業単元の扱いにとど
まっている。よって、社会的事象の見方・考え方の中
の地理的な視点である「位置や空間的な広がりの視点」
がどのように学習内容と関連できるのか、今後議論さ
れる必要がある1）。
　そこで、本研究では、第５学年の国土単元といわれ
る国土の地形や気候、特色ある地域の学習の中でも“自
然条件から見て特色ある地域”の扱いに注目する。そ
して、地理学的な地域分析を踏まえた単元開発を通し、
社会的事象の見方・考え方の中の「位置や空間的な広
がりの視点」の構造化を行うことを目的とする。
（２）“自然条件から見て特色ある地域”の扱い
　“自然条件から見て特色ある地域”は、現行の2008年
版『小学校学習指導要領』「第２章 第２節社会　第５
学年」の「２内容（１）我が国の国土の自然などの様
子について、次のことを地図や地球儀、資料などを活
用して調べ、国土の環境が人々の生活や産業と密接な
関連をもっていることを考えるようにする。」の「イ
国土の地形や気候の概要、自然条件から見て特色ある
地域の人々の生活」に該当する。2008年版『小学校学
習指導要領解説社会編』（以下、「2008年版小社解説」
と略記）の説明は、下記の通りである。
　｢自然条件から見て特色ある地域の人々の生活｣ を
調べるとは、地形条件や気候条件から見て特色ある地
域を取り上げ、自然環境に適応しながら生活している
人々の工夫を具体的に調べることである。
　ここでは、地形や気候に合わせた住まいや学校生活
などの日常生活の様子、地形や気候の特色を生かした
野菜や果物、花卉の栽培、酪農、観光などの産業を取
り上げることが考えられる」
　“自然条件”とは、地形条件や気候条件であり、地形
条件については、現行の2008年版小学校学習指導要領
からした復活した内容である。1998年版小学校学習指
導要領では、気候条件のみだったが、2008年版の現行
より地形条件を含めた“自然条件”という表現に戻っ
た。2017年版小学校学習指導要領においても、大きな
変化はない。
　また、現行の教科書（2014年検定）では、各社下記
の事例地を扱っている。（気候についてはすべて沖縄
県と北海道）
　Ｋ社：【山地】長野県野辺山原（南牧村）
　　　　【低地】新潟県白根郷（新潟市・加茂市）
　Ｎ社：【山地】群馬県嬬恋村【低地】岐阜県海津市
　Ｔ社：【山地】 長野県川上村・南牧村、徳島県三好
市
　　　　【低地】岐阜県海津市
　山地については、高原を取り上げる傾向にある。ま
た、低地については、海抜0m以下を含めた地域を取
り上げる傾向にある。2008年版小社解説では、指導上
の配慮事項として、「事例地の選定に当たっては、自
分たちの住んでいる地域の自然条件に配慮する必要が
ある。また、児童の学習負担を軽減する観点から、例
えば、山地や低地などの特色ある地形条件をもつ地域
と、温暖多雨や寒冷多雪などの特色ある気候条件をも
つ地域の中からそれぞれ一つ取り上げ、自然環境に適
応しながら生活している人々の工夫を具体的に学習で
きるようにすることが考えられる。」と示され、現行
では山地と低地のどちらかを選択することとされてい
る。2017年版小社解説では、盆地や高原、河口に近い
地域や海沿いの平地が例示されている。
（３）地形条件から見て特色ある地域への着目
　“自然条件から見て特色ある地域”は、これまで学習
指導要領において長い間取り上げられている項目であ
るが、地形条件が一時削除されるなど、気候条件より
も地形条件の取り上げ方が弱い傾向にあった。
　しかし、防災や持続可能な社会の構築の観点から鑑
みると、地形の要素はこれからより重要になると考え
る。また、子どもたちの認識として、自然条件＝“気候”
に特化させないためにも、地形に着目した特色ある地
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域を学習することは必要なことである。
　そこで本研究では、対象地域を群馬県とし、その中
でも、低地である板倉町と高地（本研究では「山地」
ではなく「高地」と示す）である嬬恋村を比較する。
学習指導要領では、自分の暮らす地域との比較が前提
となっているが、自分の暮らす地域とは異なる二つの
地域を比較する方法で分析を行うことで、低地と高地
の差にも着目させたい。産業については、自然条件と
の関連を明確化させるため、農業を中心に取り上げる。
なお、Ⅱ・Ⅲ章の内容は、対象地域を群馬県内に限定
しているため、第４学年でも応用可能であり、学習指
導要領の通りどちらかの地域を選択学習する際の参考
資料となると考える。
　以下、Ⅱ章では群馬県板倉町と嬬恋村の自然環境を、
Ⅲ章では両地域の自然環境を活かした農業経営に着目
して、地域分析を行った。
Ⅱ　対象地域の自然環境
　本章では、群馬県の自然環境の概要を述べた後、本
研究の対象地域である板倉町と嬬恋村における人びと
の生活基盤となる自然環境について、特に地形と気候
に焦点を当てて述べていく。
　
（１）群馬県の自然環境
　群馬県の地形を概観すると、群馬県南部から南東部
にかけての利根川流域には平野がひろがっており、こ
の平野を取り巻くように、南西部に関東山地、西部か
ら北西部にかけて浅間山や草津白根山などの火山群、
北部には三国山脈や越後山脈、北東部には足尾山地な
どの山岳地域が形成されている（図Ⅱ-1）。
　利根川流域にひろがる平野は関東平野の北西端をな
しており、この平野部の標高は概ね200m以下である。
平野は低地、台地、丘陵地に細分される。前橋や高崎
などの中心市街地は台地上に位置しており、それぞれ
前橋台地、高崎台地などと呼ばれている。それらの台
地の形成には、2.4万年前に浅間火山で発生した大崩
壊（岩屑なだれ）に由来する前橋泥流が大きく寄与し
ている（早田 1990; 吉田 2004）。その後、利根川は榛
名山の火山活動の影響を受けて河道が東側にシフト
し、前橋泥流堆積面を侵食して低地を形成した（吉田 
2004）。この低地は広瀬川低地と呼称され、利根川河
道は16世紀までこの低地内に存在し、その後現在の河
道へと流路が変化したようである（国土地理院 
2010）。
　浅間山、榛名山、赤城山などの火山の山麓には火山
麓扇状地が発達しており、広大な裾野を形成している。
それらの火山は第四紀後半（後期更新世以降）に活発
な火山活動を繰り返し、周囲に火山噴出物を厚く堆積
させた。火山灰に被覆された古墳時代の遺跡が榛名山
山麓などで多く発見されており（早田 1990）、この地
域では古くから火山活動が人間社会にさまざまなかた
ちで影響を与えていた。三国山脈や越後山脈は日本有
数の多雪環境にあり、雪窪（残雪凹地）や雪崩地形な
どが分布しているほか、稜線付近は多雪の影響により
亜高山帯針葉樹林を欠いた偽高山帯が出現し、多雪山
地特有の景観を形成している。
　群馬県の気候は、北部の山岳地帯を除いて冬季の降
水量が少なく、日照時間が長いといった太平洋側の気
候的特徴を有している。北部山岳地帯を超えた冬季季
節風は乾燥した強風となって関東平野へ吹き下りてい
く。この冬季の風をからっ風と呼び、からっ風から家
屋を守る防風林が県内の平野部には多く見られる。関
東地方の多くの地域における年降水量は1300mmから
1600mm程度であるが、群馬県内の平野部における降
水量はそれよりもやや少なく、前橋の年降水量は
1248.5mmである。西部の浅間山麓の高原部は後述す
るように冬寒く夏も冷涼な気候となっており、この夏
図Ⅱ-1　板倉町と嬬恋村の位置
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季冷涼な気候を活かして高原野菜の栽培が行われてい
る。利根川の水源となっている北部の山岳地帯は冬季
に多量の降雪がもたらされ、首都圏の貴重な水資源と
なっている。
　
（２）板倉町の自然環境と人びとのくらし
　板倉町は群馬県の南東端に位置し、北側から東側に
かけては栃木県、南側は埼玉県に接している（図Ⅱ
-1）。利根川と渡良瀬川に挟まれた沖積平野からなる
地域にあり、面積は41.86㎢と比較的小規模である。
町役場や雷除けで有名な雷電神社などがある町の中心
部付近には、東西方向に帯状にのびる台地が分布して
おり、この台地の南端に沿うかたちで谷田川が流れて
いる。谷田川の河畔や河床、およびその周辺の湖沼沿
いには現在も数多くの湿地性植物が見られ、水辺特有
の植生景観を構成している。台地は町の北部の渡良瀬
川右岸に位置する西岡地区や渡良瀬遊水地の西縁部に
も分布している。それ以外の領域は、後背湿地、旧河
道や自然堤防などからなる沖積低地となっている。ま
た、沖積低地上には小規模な湖沼が複数分布している。
台地における標高は概ね16〜23mであり、低地におけ
る標高は概ね14〜16mである。
　利根川や渡良瀬川ではこれまで頻繁に河道変遷が生
じており、16世紀後期以降は河川改修工事による河道
の付け替えが何度も行われた。そのため、低地には旧
河道や河跡湖が多数分布しており、それに沿うように
自然堤防が帯状に分布している。自然堤防は、利根川
や渡良瀬川の現河道沿いにも分布している。この地域
の1907（明治40）年と現在の地形図を図Ⅱ-2に示す。
板倉町内にはかつて多数の湖沼や湿地が分布していた
が、次第に面積が減少していった。1920年代以降、湖
沼の埋め立てや排水路と排水機場の整備を主とした土
地改良が進み、水田の造成や湿田から乾田への転換が
図られていった。1970年代後半以降にも複数の湖沼が
埋め立てられ、農地、公園や工業団地となって消失し
た湖沼もある（板倉町教育委員会 2008）。このような
人為的土地改変によって、多数の湖沼や湿地が分布し
ていた土地が現在のような広大な農地へと変化して
いった。
　板倉町における土地利用をみると、地形によって土
地利用が異なっていることが読み取れる。後背湿地や
旧河道上には水田が多くみられるのに対し、自然堤防
や台地上には集落や畑が多く見られる（図Ⅱ-3）。後
背湿地は洪水流により運搬された細粒の泥からなり、
水分保持が良く水田として利用されるのに対し、自然
堤防は泥に比べて粗い砂からなる微高地であるため、
水はけが良く、畑や集落などとしての利用が目立つ。
このように、本地域においては、地形や表層地質など
の土地条件をよく反映した土地利用がなされている。
　利根川と渡良瀬川に挟まれた板倉町では、破堤や越
水による水害をこれまで頻繁に受けてきた。とくに、
1783年の浅間山の火山活動によって発生した天明泥流
が利根川を流下し、多量の泥流堆積物が河床に積み重
なって河床が上昇したことにより、それ以降この地域
における破堤・越水頻度が増加した（大熊 1981）。
1947年カスリーン台風襲来時には渡良瀬遊水地の堤防
図Ⅱ-2　板倉町中心部周辺の変遷
Ａ：明治40年測図１：50,000地形図「古河」、Ｂ：地理院地図
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が決壊し、板倉町の低地の広範囲が浸水した。このよ
うに、この地域は水害常襲地帯であるため、水害時に
人や家財道具、食料、家畜などを守るため、自然堤防
の微高地の屋敷内に土盛を築き、その上に建造物が建
築された（図Ⅱ-4）。このような水防建築を水塚（み
つか）と呼ぶ（板倉町教育委員会 2004）。かつては自
然堤防上に立地する集落においては水塚が多数分布し
ていたが、近年は減少傾向にある。
　板倉町には気象庁の気象観測地点が存在しないた
め、本地域に最も近い気象観測地点である館林のアメ
ダスにより得られているデータに基づいて、板倉町の
気候環境を述べる（図Ⅱ-5）。本地域は群馬県内では
温暖な地域にあり、年平均気温は14.9℃を示す。最暖
月である８月の平均気温は26.9℃、最寒月である１月
の平均気温は3.7℃であり、気温年較差は23.2℃となっ
ている。降水量は、群馬県内および関東地方において
も少ない地域となっている。前述のように、関東地方
の 多 く の 地 域 に お け る 年 降 水 量 は1300mmか ら
1600mm程度であるのに対し、本地域の年降水量は
1184.6mmである。冬季の降水量が少ないことに加え、
夏季においても月降水量が200mmを超える月がなく、
月降水量の最も多い９月でも171.8mmとなっている。
冬季の月間日照時間は180〜200時間程度であり、高い
晴天率となっている。また、冬季には乾燥した北西寄
りのからっ風が吹き降ろしてくるため、家屋の北側や
西側に防風林（屋敷林）が多く見られたが、近年は減
少している。
（３）嬬恋村の自然環境と人びとのくらし
　嬬恋村は群馬県の北西端にあり、長野県との県境部
に位置している（図Ⅱ-1）。標高は概ね700m以上となっ
ており、長野県との県境部や草津町との境界部には浅
間山、四阿山や草津白根山などの標高2,000mを超え
る第四紀火山が分布し、群馬県随一の高標高地となっ
ている。それらの火山の存在によって、万座温泉や鹿
沢温泉などの温泉地が形成されている。火山周辺には
多量の火山噴出物が堆積しており、火山山麓に起伏の
少ない地形が形成されている。村内を流れる吾妻川や
万座川などの河川は、それらの火山噴出物堆積面を侵
食して谷地形を形成しており、JR吾妻線の万座鹿沢
口から大前駅にかけての吾妻川右岸側には浅間山起源
の火砕流、火山灰や岩屑なだれなどの堆積物が露出す
る比高100m近くの崖が形成されている。
　現在、キャベツを主とする高原野菜の栽培が盛んに
行われている浅間北麓には、浅間山の火山活動による
噴出物が厚く堆積し、起伏の少ないなだらかな傾斜地
がひろがっている（図Ⅱ-6）。この広大な農耕地の自
図Ⅱ-3　板倉町における地形条件と土地利用との関係
国土地理院数値地図25000（土地条件）を用いて作成
図Ⅱ-4　板倉町内の水塚（2016年11月青山撮影）
図Ⅱ-5　館林の雨温図

宮崎沙織・青山雅史・関戸明子
然的基盤を形成している浅間山の火山活動について、
早川（2007）と貝塚ほか（2000）をもとに簡単に述べ
る。24,300年前には現在の浅間山頂部を形成している
前掛山を取り囲むような急崖を構成している黒斑山で
大規模な山体崩壊（岩屑なだれ）が発生し、大量の土
石が浅間北麓と南麓に堆積した。北麓では、応桑集落
の周辺に多くの流れ山を残した。15,800年前には大規
模な噴火が発生し、平原火砕流が火山周囲に流れ下り、
山麓に広い平坦面を形成した。平原火砕流の直後には
火山灰や軽石が噴出し、浅間北麓を覆った。1108年の
天仁噴火では追分火砕流が山頂火口からおもに南北方
向に流下した。また、舞台溶岩流が北麓に流出した。
1783年の天明噴火では、山頂火口から鬼押出し溶岩と
吾妻火砕流が北麓に向かって流出した。鬼押出し溶岩
末端部から鎌原岩屑なだれが発生し、当時の鎌原集落
の大部分を埋積した。この岩屑なだれは吾妻川に流れ
込み、火山泥流となって吾妻川およびその下流の利根
川を流下し、その流域に多くの被害が生じた。
　高原野菜の栽培が盛んな地域の一つである田代にお
ける1971（昭和46）年と現在の地形図を図Ⅱ-7に示す。
この地域における農耕地の拡大過程を、丸山（1990）
に基づいて述べる。浅間北麓における農耕地は、現在
では標高1,400m付近まで分布しているが、1940年代
までは標高1,200 mまでしか分布しておらず、それよ
りも高地には未開墾の針葉樹林、広葉樹林や荒地がひ
ろがっていた。その後、1940年代後半から1950年代前
半にかけて、引き揚げ者や復員兵で増加した労働力に
支えられた国有原野の開墾の進展や、広大な国有未開
墾地が嬬恋村に払い下げされたことなどにより、農地
が急速に拡大した。さらに、1970年代の国営パイロッ
ト事業によって、未開墾の国有林や民有林が残存して
いた標高1,200m以上の領域において農地の造成が進
図Ⅱ-7　嬬恋村田代周辺の変遷
Ａ：昭和46年資料修正１：50,000地形図「上田」、Ｂ：地理院地図
図Ⅱ-6　浅間北麓の火山地質図（早川2007を引用、加筆）
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行した。この地域の表土のほとんどは酸性が強いクロ
ボク土からなっているため、燐酸カリや苦土石灰を投
入して土壌改良を行い、畑地としている。
　嬬恋村における気候環境について、標高1,230mの
田代に設置されているアメダスのデータに基づいて述
べる（図Ⅱ-8）。本地点の年平均気温は7.2℃であり、
前橋や館林などの県南部の平野部における値より７〜
８℃低い。最暖月である８月の平均気温は19.5℃であ
り、20℃を下回る。最寒月である１月の平均気温は
−4.6℃を示し、12月から３月までの月平均気温は０℃
を下回る。気温年較差は24.1℃であり、館林のアメダ
スの値よりもやや大きい値を示す。キャベツの生育に
は15〜20℃が適温といわれており（丸山 1990）、本地
域の夏季の気温条件がキャベツ栽培に適していること
を示す。冬季の寒冷な気候条件に加え、山岳部では積
雪量も多いことから、村内には複数のスキー場が開設
されている。降水量は館林のアメダスの値と比較する
と全般的に大きい値を示している。年降水量は
1506.6mmを示し、館林よりも300mm以上も多い。館
林においては月降水量が200mmを超える月はないが、
本地点における７月と９月の降水量はそれぞれ
208.7mm、232.3mmであり、200mmを超えている。
Ⅲ　自然環境を活かした農業経営
　本章では、板倉町と嬬恋村を事例として、自然環境
と社会的条件に適応しながら展開されてきた農業経営
の特色をみていく。あわせて、農業経営にかかわる空
間的利用の特徴と人びとの工夫のあり方について述べ
ていきたい。
（１）群馬県と事例町村の農業産出額
　二つの事例地域の農業にふれる前に、まずは群馬県
全体の動向を概観しておきたい。ここで用いる「生産
農業所得統計」とは、農産物の産出額及び所得を推計
し、農業生産の実態を価値量的な面から把握している
ものである。耕種（米・麦類・豆類・いも類など）・
畜産・加工農産物の産出額のうち、特徴的な項目が理
解できるように整理して、図Ⅲ-1に構成比の推移を示
した。
　この図によれば、1960年には米28％、養蚕26％と、
両者が群馬県の農業の柱になっていたことがわかる。
全国的にみれば、養蚕は遅くまで続けられていたが、
2000年以降はほぼ０％となっている。また、工芸農作
物が一定の割合を保っているが、これは、こんにゃく
芋の生産によるところが大きい。米は減反政策の影響
と需要の低下により縮小を続けており、代わって野菜
と畜産が伸びた。2015年には、野菜41％、畜産43％に
上昇しており、野菜27％、畜産35％という全国の構成
比よりも高く、この二つが群馬県の農業を特徴づけて
いる。畜産の中では豚が最も大きく17％を占める。
　群馬県は大消費地である首都圏に近いという有利な
条件をもち、新鮮さが重視される野菜生産に特化して
いる。2015年における野菜の産出額の推計値を市町村
別にみると、嬬恋村188億円、昭和村130億円、伊勢崎
市119億円、太田市108億円、前橋市88億円、沼田市65
億円、板倉町40億円と続く。このように平成の大合併
によって広域化した市があるなかで、嬬恋、昭和、板
倉の非合併町村が上位に来ている。
　板倉町と嬬恋村の農業産出額の構成比を図Ⅲ-2に示
した。板倉町は洪積台地と沖積低地からなり、前者で
畑作、後者で稲作がおもに行われている。群馬県平均
と比べると、米（24％）と野菜（71％）に特化してい
ることがわかる。一方、嬬恋村は浅間山、四阿山、草
津白根山などの火山の山麓斜面に畑が広がり、そこで
生産される野菜が94％と極めて高い割合となってい
る。
（２）板倉町の農業経営 
　板倉町は、渡良瀬川と利根川に挟まれており、かつ
ては水害常襲地であった（板倉町教育委員会2011）。
大正末期から排水路と排水機場の整備が行われ、土地
改良・圃場整備が進められた結果、沖積低地では、整
然と区画された水田が広がっている（関戸2005）。
　図Ⅲ-3にあるように、田の経営耕地面積は1980年ま
図Ⅱ-8　嬬恋村田代の雨温図
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で拡大したが、その後は縮小している。畑の面積では、
1960年までは大麦と小麦の面積が大きかったが、その
後、急減して 2015年には大麦はほぼ０に、小麦は２
割程度になった。1970年以降、畑の面積はわずかな増
減を繰り返している。
　このように2015年の経営耕地面積では、畑は田の
14％にとどまるが、農業産出額では、野菜は米の約３
倍の金額となっている。小さな面積で、生産性の高い
経営が行われているのである。
　2015年農林業センサスによれば、板倉町の農業経営
体は964を数え、水稲が836（作付面積1,383ha）と最
も多く87％を占める。一方、施設野菜の経営体は359で、
きゅうりが296（作付面積98ha）と水稲に続いている。
　施設のある農家数は、1970年代に急増し、1980年に
は674戸を数えたが、その後は徐々に減少している（図
Ⅲ-3）。これは、ハウスの維持・更新には経費がかかり、
後継者のいない農家が施設栽培を止めているためであ
る。このように栽培農家は減少傾向にあるものの、板
倉町の野菜生産の主力は、きゅうりの施設栽培にある。
　「野菜生産出荷統計」では、きゅうりは冬春産（12
月〜６月）と夏秋産（７月〜11月）に分けて統計が公
表されている。表Ⅲ-1は、二つを合算して全国の上位
10市町村をまとめたものである。板倉町は2015年度産
きゅうりの収穫量で全国第３位と国内有数の生産地と
なっている。生産地の特徴としては、温暖な宮崎県・
千葉県・高知県では冬春産きゅうり、寒冷な福島県で
は夏秋産きゅうりが多いのに対して、群馬県・埼玉県
では両者の差が比較的小さいことがあげられる。
　なお、板倉町は、野菜生産出荷安定法に基づき1966
年に冬春きゅうり、1971年に夏秋きゅうりの指定産地
になっている。この法律は、価格の著しい低落があっ
た場合における生産者補給金の交付などによって、主
要な野菜の生産・出荷の安定を図ることを目的として
いる。
　きゅうりは生育が早く、定植から収穫まで約1.5か
月と短い。図Ⅲ-4は、板倉町役場周辺地区の農業カレ
ンダーである。この地区では、野菜専業型、野菜・稲
作複合型、野菜・二毛作型の三つの経営類型に分けら
図Ⅲ-1　群馬県における農産物産出額の構成比の推移（「生産農業所得統計」より作成）
図Ⅲ-2　事例地域における農産物産出額の構成比（2015年）
（「生産農業所得統計」より作成）
図Ⅲ-3　板倉町における経営耕地面積の推移
（｢農林業センサス｣ より作成）　
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れる（千明2013）。ここでは前の二つを図に示した。
　野菜専業型では、冬春きゅうりは２月中旬に定植を
始め、３月中旬から６月下旬まで収穫する。夏秋きゅ
うりは８月中旬に定植を始め、９月中旬から12月初旬
に収穫する。きゅうりの農閑期にはニガウリを栽培し
ている。
　野菜・稲作複合型では、冬春きゅうりの定植を12月
下旬から始め、１月下旬から６月中旬まで収穫する。
夏秋きゅうりは野菜専業型と比べて半月ほど早く、定
植・収穫している。稲は４月から代掻きなどの準備を
行って６月上旬までに田植えを行い、９月に稲刈りを
する。
　野菜・二毛作型は、きゅうり・ニガウリの野菜栽培
に、米と小麦の二毛作を組み合わせたものである。
　板倉町の役場付近の空中写真をみると（図Ⅲ-5）、
多くのハウスが並んでいることがわかる。このような
施設を使うことで、冬期の豊富な日照時間を活かした
促成栽培に、夏秋期の抑制栽培を組み合わせて、ほぼ
１年を通してきゅうりを生産している（写真Ⅲ-1）。
こうした工夫によって、板倉町では、小さな面積で大
きな産出額をあげているのである。
（３）嬬恋村の農業経営 
　嬬恋村におけるキャベツ栽培は昭和初期に導入され
たが、大きく広がったのは戦後になってからである。
村を取り囲む火山の山麓は大半が国有原野で、戦前に
は利用されないままになっていた。1947年に緊急開拓
事業が実施され、嬬恋村に九つの開拓集落が置かれた。
1966年には野菜生産出荷安定法に基づき、嬬恋村は夏
秋キャベツの指定産地となった。
図Ⅲ-4　板倉町役場周辺地区の農業カレンダー（千明（2013）の原図を編集して作成）
表Ⅲ-1　2015年度産きゅうりの市町村別収穫量
（上位10町村）
図Ⅲ-5　板倉町役場周辺地区の空中写真
2009年撮影空中写真、CKT2009-1, C3-47
○が板倉町役場
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　図Ⅲ-6に示したように、 稲作に不向きな嬬恋村で
は、田の経営耕地面積は減少を続け、わずかしかみら
れない。一方、畑の面積は拡大している。これは、
1970〜78年に実施された国営嬬恋西部開拓パイロット
事業で570ha、1971〜82年に行われた県営干俣開拓パ
イロット事業で293haの農地が造成されたことによ
る。こうした事業を受けて、雑穀・ジャガイモ・キャ
ベツ・白菜などを栽培する複合経営からキャベツの大
規模栽培へと特化していった。さらに1989〜97年に行
われた国営嬬恋農地開発事業によって404haの農地が
造成された。
　図Ⅲ-7は、嬬恋村の西端、長野県境に接したところ
にある田代地区周辺の空中写真で、集落の北方に開発
された造成地がみえる。東西方向の国道144号線から
北東に延びる道路が、2001年に竣工した「つまごいパ
ノラマライン」北ルートである。
　田代地区は標高1,100〜1,150ｍに集落が位置し、キャ
ベツ畑は標高1,400ｍを超える土地にまで広がる。こ
のような農地造成によってキャベツの作付面積が増加
して経営規模が拡大した。それを支えたのが農業用機
械の導入であり、広域農道では大型トラクターが行き
来している。
　2015年農林業センサスによれば、嬬恋村の農業経営
体は589を数えるが、キャベツは444経営体と最も多く
75％を占める。キャベツの１経営体当たりの作付面積
は、6.5haと極めて大きい。2008年に「嬬恋高原キャ
ベツ」は商標登録さており、昼夜の寒暖差によって、
柔らかく甘みのあるシャキシャキしたキャベツが作ら
れている（写真Ⅲ-2）。
　「作物統計調査」では、キャベツは春産（４月〜６月）、
夏秋産（７月〜10月）、冬産（11月〜３月）に分けら
れている。表Ⅲ-2は、三つを合算して上位８市町村を
まとめたものである。嬬恋村が全国一の収穫量となっ
ている。キャベツを多く生産するには広い農地を必要
とするため、きゅうりと比べると、生産地が偏在して
いる。
　キャベツは高温や干ばつに弱く、生育には15〜20℃
が適温とされている。冬でも温暖な地域では春キャベ
ツまたは冬キャベツ、夏季に冷涼な嬬恋村と岩手県岩
手町では夏秋キャベツが生産されている。施設栽培の
きゅうりとは違い、キャベツは気候の異なる産地で作
られることで、年間を通して供給されている。
　嬬恋村のキャベツ農家は標高の異なる分散した畑を
保有し、栽培を行っている（丸山1990；関戸2009）。キャ
ベツは作型によって違いがあるが、苗の定植から収穫
まで３か月ほどかかる。図Ⅲ-8には、キャベツ生産の
写真Ⅲ-1　ハウスの外観と内部でのきゅうり栽培の様子（2014年10月関戸撮影）
図Ⅲ-6　嬬恋村における経営耕地面積の推移
（「農林業センサス」より作成）
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核心地域である田代地区の農業カレンダーを示した。
　キャベツの農作業は２月下旬の播種に始まる（千明
2013）。早春の嬬恋村は寒冷で育苗には適さないので、
より温暖な安中市や松井田町におけるこんにゃく芋　
栽培の休耕地を借りて苗を育てている。その後、暖か
くなると村内でも播種が行われる。一方、出作りせず、
田代地区内のハウスで育苗をする農家も存在する。こ
うして何回かに分けて播種を行い、苗を準備する。
　播種と並行して、雪が融けて霜がなくなる４月20日
頃から苗の定植が始まる。早生キャベツは、畝の間隔
を広く植え付け、早く成長させる。その後、畝の間隔
を狭めて定植する（千明2013）。また、標高によって
気温が異なるため、初めは消雪の早い標高の低い畑か
ら定植し、暖かくなるにつれて高い畑に植えていく。
標高1300ｍ以上の畑は、収穫までに霜害を受けないよ
う定植時期を調整する。その後、栽培可能期間の長い
標高の低い畑に戻って苗を植える。標高の低い圃場か
ら高い圃場に行き、低い圃場に戻る垂直的移動を、丸
山（1990）は「定植順位の後戻り現象」として報告し
ている。
　収穫は部分的に定植と重複する。夜明け前から早朝
に収穫、午前中に定植や畑づくり、午後には消毒と、
多くの作業の重なる６月下旬から７月中旬が繁忙期と
なる。収穫は10月下旬まで続き、その後は土壌消毒や
土壌を深く耕して表層と深層を入れ替える作業を行
う。これは連作障害の回避につながる。冬季はスキー
図Ⅲ-7　嬬恋村田代地区の空中写真
左：1975年撮影空中写真、CKT75-11,　C9A-17 右：2005年撮影空中写真、CKT2005-2X, C1-7
写真Ⅲ-2　山麓に広がるキャベツ畑（2015年8月関戸撮影）
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場で働く人が多い。
　このように標高の異なる耕地の自然条件に適応しな
がら、定植や収穫の時期をずらし、労働力を効率的に
配分することによって、嬬恋村ではキャベツ栽培の大
規模経営を実現している。
　収穫されたキャベツは、真空予冷施設に入れられ、
市場での価格や入荷量にあわせて出荷される。瞬間的
に水分調整をして一気に冷やす真空予冷によって、消
費者に届くまで低温のまま輸送することができ、キャ
ベツの鮮度が保たれている。
　なお、キャベツ市場は供給過剰傾向にあり、価格の
変動も大きい（宮地2006）。そこで野菜価格安定事業
や重要野菜需給調整特別事業に基づく補給金が価格
の下落時にはたびたび交付されている2）。こうした
野菜価格安定対策がキャベツの生産拡大に重要な役
割を果たしてきた。
　最後に、2015年の農産物販売金額規模別経営体数
の構成比を図Ⅲ-9でみよう。板倉町では、全国や群
馬県と比較して、1000〜1500万円を中心として500
万円以上から2000万円未満の階層の割合が高く、施
設園芸によって販売金額規模の大きな農家があるこ
とがわかる。しかし、なんといっても特徴的なのは、
嬬恋村の構成比である。販売金額1000万円以上の経営
体が全体の７割を超えており、 2000〜3000万円は
27％、3000〜5000万円は27％、5000万円以上は12％と、
販売金額の大きな農家が卓越している。ただし、こう
した大規模経営を支えるためには、農業用機械の導入・
維持、肥料・農薬代、収穫時の梱包荷造り、雇用労働
者の賃金など、さまざまな経費を必要とする。生産過
程におけるコストの削減が課題となっている。
図Ⅲ-9　農産物販売金額規模別にみた経営体数の構成比（2015年）（「農林業センサス」より作成）
図Ⅲ-8　嬬恋村田代地区の農業カレンダー（千明（2013）の原図を編集して作成）
表Ⅲ-2　2015年度産キャベツの市町村別収穫量（上位８市町村）
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Ⅳ　地形条件から見て特色ある地域の単元開発
（１）位置・空間的な広がりの視点と内容の抽出
　Ⅱ・Ⅲ章では、群馬県板倉町と嬬恋村の地域分析を
行った。その結果を利用し、きゅうり・キャベツ生産
との関係を中心とした位置や空間的な広がりの視点と
内容を抽出した（表Ⅳ-1）。なお、位置・空間的な広
がりの視点の諸項目は、WG資料を参考にし、主に位
置・地形・気候・土地利用・社会的条件などを使用し
設定した。また、加えて、本研究では「空間活用」の
視点を追加した。特にⅢ章では、農業経営の工夫点と
して、地形条件を利用した空間活用が挙げられた。
WG資料では、位置や空間的な広がりの視点の諸項目
としての「空間」はない。しかし、空間活用の視点は、
地理学的な分析において重要な視点であるため、本研
究では位置や空間的な広がりの視点の１項目として追
記した。表Ⅳ-1は、対象学年が小学校第５学年である
ことや板倉町と嬬恋村を比較することを考慮し、簡略
化した内容となっている。各項目の詳細は、Ⅱ・Ⅲ章
を参照してほしい。
（２）位置・空間的な視点の構造化
　次に、先に列挙した位置や空間的な広がりの視点を
単元構成として構造化を行う。
　本単元は、課題解決学習をベースとした４時間構成
とした（表Ⅳ-2）。本単元の目標は、「地形と人々の暮
らしや産業との関わりについて、地域を比較し考える
ことができる」とした。
　第１時では、群馬県の低地と高地に着目し、事例地
としての板倉町と嬬恋村を取り上げ、野菜生産を中核
とした学習問題をつかむ時間とした。
　第２時と第３時は、板倉町のきゅうり生産と嬬恋村
表Ⅳ-1　位置や空間的な広がりの視点と内容
−きゅうり・キャベツ生産との関係を中心とした場合—
表Ⅳ-2　地形条件から見て特色ある地域の単元構成
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のキャベツ生産を追究する時間とした。どちらも野菜
生産を中心としながら、土地利用の変化・空間活用・
社会的条件に着目できるように図表を活用する等の方
法をとりたい。そのようにすることで、追究する視点
が明確化され、位置や空間的な視点を活かした地域や
事象の特色が見出されるものと考えた。特に、空間活
用として、板倉町の地形条件に合わせた水田と畑地の
土地活用および農業カレンダーと、嬬恋村の標高差を
活かした定植・収穫の工夫点および農業カレンダーは、
重視したい内容である。また社会的条件とのかかわり
も、人や社会とのかかわりとして重要な内容ととらえ
ている。
　第４時では、低地と高地の暮らしの特色として、両
地域の特色を比較し、まとめる時間とした。具体的に
は、野菜生産を中心に振り返りながら、そのほかの暮
らしの様子についてもふれる時間としたい。
　以上の単元構成から、位置や空間的な広がりの視点
を取り出し、構造化させると表Ⅳ-3のようになる。
　地域・事象に出会う段階では、第一にスケール、範
囲、位置の視点とともに、自然条件に関わる地形・気
候の視点が重視される。
　地域・事象を分析する段階では、注目する事象の土
地利用や分布、空間活用、社会的条件とのかかわりの
視点が重視される。
　地域・事象をまとめ考察する段階では、学習で特に
着目した視点の整理とふりかえりを行う。
　小学校社会科における位置や空間的な広がりの視点
は、総合社会科を前提とする社会的事象の見方・考え
方の一部である。よって、本研究では、位置・空間的
な広がりの視点を中核にし、単元構成等を示している
が、実際の単元としては、地理的・歴史的・公民的な
内容が融合されたものとなることは留意したい。しか
しながら、表Ⅳ-3のように、位置や空間的な広がりの
視点を構造化させることにより、より充実した地理的
な視点としての「位置や空間的な広がりの視点」を取
り入れた実践が実現できると考える。
Ⅴ　おわりに
　本研究では、地理学的な地域分析をもとに、小学校
社会科国土単元における地形条件から見て特色ある地
域の単元開発を通して、位置や空間的な広がりの視点
の構造化を行った。
　対象とした単元は、少ない時間数の単元である。し
かしながら、身近な地域だけでなく他地域の学習の際
にも、同様の視点が利用でき、かつ中等地理教育で利
用されてきた地理的な見方・考え方にも接続しやすい
枠組みと考える。このような枠組みを利用することで、
小学校社会科においても位置・空間的な広がりの視点
を活かした社会的事象の見方・考え方の育成が充実す
るものと考える。
　また、単元開発で群馬県板倉町と嬬恋村を事例とし
たことで、群馬県というスケールで、標高の高低差が
一目で確認できる。さらに両地域とも野菜生産を主力
としている地域であるため、比較もしやすい単元構成
が実現できた。
　このような成果のある一方で、本研究では提案した
単元の実践や学習評価の点については、十分な検討を
行っていない。これらは、今後の研究課題としたい。
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